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本日の内容

1. インパクト投資、社会的企業とは (JICA)

2. インドのインパクト投資の現状と展望（Intellecap)

3. インパクト投資に係るJICAの取り組み（JICA)
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社会的企業・ビジネス志向NGOの台頭
Simpa Networks（営利）

• 少額の頭金による住宅太陽光設備購入と
従量制に基づく柔軟な支払い方法の導入
により、低料金かつ利便性に優れた電力
を供給。

• 地元の人材を農村起業家（VLE）となる
よう研修し、同社の現場マネージャーと
して必要な能力開発を実施。

• 1万5千世帯以上に裨益。

アラビント眼科病院（Trust)
• 出張診療、安価なレンズの開発や効率的

な手術体制の構築、及び患者の所得水準
に応じた多段階の料金システム（クロス
サブシディ方式）の採用。

• 年間150万人に医療サービスを提供。経
営ノウハウはアメリカの病院等に「輸
出」。

アクシャ・パトラ財団（NGO)
• 民間ビジネス手法（セントラルキッチン

設備やデリバリーシステム）を通じて、
給食事業の効率化及び費用逓減を同時に
達成。

• 大手会計会社に年次監査報告書を委託。
• 1日に150万人の生徒に給食提供。世界最

大の学校給食事業者。
• 資金は全額寄付（年額約20億円）。

AMBA（NGO)
• IT機器を通じた独自カリキュラム（5段階

研修）による知的障害者の研修。
• Hub & Spokeモデルによる、全国325 カ所

の認定協力センターへの業務分配・検
査・納入業務。

• 勤務時間選択制・健常者と同一給与条件。
職員約230名の内、知的障害者は約150名。



社会的企業・ビジネス志向NGOの活動領域

Pestoff（1998）を参考に作成。楕円形の部分が活動領域

領域A
公式、非営利、公共の
狭間にあり、公共的組
織が活動する場であり、
例えば、行政外郭団体
や公益法人など。

領域B
公式、営利、民間の狭
間にあり、日本では、
主として市場取引を通
じて収益を得る協同組
合やNPO法人など。

領域C
非公式、非営利、民間の狭
間にあり、町内会や互助会
など、多くのコミュニティ
活動がこれに当たる。

図のトライアングル部分
公式、非営利、民間の領域
で活動を行う組織の属する
領域を示しており、従来、
NPO法人や非営利の財団等が
主な活動主体となっている



業務遂行上の課題・必要なアプローチ

・低所得

・農村地帯に居住

・低学歴

・伝統的な生活習慣

・支払い能力

・アクセス能力

・利便性

・知識不足

・受容性

・購買力に合わせた価格設定と決済メカニズム

・顧客アクセスを拡大するための流通メカニズム

・技術開発を通じた顧客層の拡大

・生産性改善及び市場アクセス強化

・技術訓練による能力開発

・関係機関との協働

顧客に共通した特性 主な課題 独自の業務遂行アプローチ



インパクト投資と対象組織

インパクト志向型組織
長期的社会的使命を有し、社
会的成果の目標を掲げ、達成
度を自ら測定する組織。非営
利組織またはインパクト志向
型企業。 インパクト志向型企業

重要な社会的成果目標を掲げ、それを長期的に
継続する「利益-目的両立型企業」または
「インパクトを求める企業」。アセットロック
（利益や資産の処分への制限）を持たない。

非営利組織
部分的または完全にアセットロック（利益配分
や資産の処分への制限）を伴うインパクト志向
型組織。例えば、収益事業に関与しない慈善団
体、収益事業を行うが、利益の分配は行わない
慈善団体や会員組織、社会的連帯企業、協同組
合、その他利益や配当の限定された組織。

インパクト投資とは、特定の社会的目標の達成と同時に経済的リターンを生み出すこと
を意図し、またその両方の成果を評価する投資である（社会的インパクト投資タスク
フォースより。）対象はインパクト志向型企業。


